
青森港港湾計画
改訂（案）について

青 森 県



【青森港の地区別の利用状況】

○ 青森港は陸奥湾の最奥部に位置する重要港湾であり、油川地区から浅虫地区まで東西に円弧状に港湾区域が広
がる。

フェリー埠頭
油川埠頭

沖館埠頭
石油専用桟橋

新中央埠頭 浜町埠頭

堤埠頭
石油専用桟橋

ガス専用桟橋

中央埠頭

津軽半島

下北半島

夏泊半島
陸 奥 湾

油川地区

洋上風力基地港湾
背後に生コンプラント
やスクラップ取扱企業・
木材工場・物流倉庫等
が立地

沖館地区

フェリー・バルク貨物の拠点
【主な取扱貨物】
フェリー・非金属鉱物・
金属くず・石炭・石油製品

本港地区

クルーズ船受入拠点
背後に集客施設が立地する
賑わいエリア
燃料貯蔵基地

【主な取扱貨物】
セメント・原塩

造道地区

マリンスポーツの拠点
造船企業が立地

原別地区

小型船だまり
海岸保全施設整備

浅虫地区

海洋レクリエーション拠点
集客施設が立地

野内地区

燃料貯蔵基地
【主な取扱貨物】
LPG・石油製品

久栗坂地区

漁港区域と隣接
石材の積出拠点

青森港各地区の利用状況
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油川地区

（-4.5m）100m

本港地区

（-4m）
200m

（-2.5m）
130m

（-2.5m）
110m

泊地（-7.0m）0.6ha

泊地（-9m）
1.3ha

航路・泊地（-10m）
0.9ha

N

航路・泊地（-13m）

中航路
（-14m）

沖館地区

■旅客船埠頭計画
■土地利用計画
■港湾環境整備施設計画
・2隻同時着岸や大型クルーズ船の
寄港へ対応
・クルーズと一体となった広域的な
賑わい空間を形成

①賑わい空間と一体的な
クルーズ船の受入機能強化■大規模地震対策施設計画

・フェリーバースの耐震化による大規模地震発
生時の幹線物流機能の維持・確保

③フェリーターミナル等の防災機能強化

凡例

：土地利用（今回計画）
：土地利用（既定計画）
：港湾施設（今回計画）
：港湾施設（既定計画）
：港湾施設（既設）
：臨港道路（今回計画）
：臨港道路（既定計画）
：臨港道路（既設）
：水域施設（今回計画）
：開発空間の留保

■土地利用計画
・バルク貨物の新規ニーズへの対応と埠頭
用地内の再編による効率化
・フェリーターミナル拡張によりシャーシ
プール等の機能強化

②バルクターミナルの再編・
フェリーターミナルの受入機能強化

（
-1

0m
）

41
0m

■その他港湾の開発、利用及び保全に関する事項
・将来構想（沖館地区沖合）

■自然的環境を整備又は保全する区域
・藻場・干潟を活用した環境活動の促進

⑥藻場･干潟の再生･多目的利用

■小型船だまり
・小型船の収容施設の確保・適正配
置により利便性や安全を確保

④小型船の収容施設の拡充

■港湾施設の利用
■小型船だまり計画
・老朽化・遊休化が進行する係留施設
等のストックマネジメントの推進

⑤ストックマネジメントの推進

青森港港湾計画改訂（案）の概要
【目標年次：令和20年代前半】



② バルクターミナルの再編・フェリーターミナルの受入機能強化に対応するため、公共埠頭計画、フェリー埠頭計画、
臨港交通施設計画及び土地利用計画等を変更する。

③ フェリーターミナル等の防災機能強化を図るため、大規模地震対策施設計画を変更する。

④ 小型船の収容施設の拡充を図るため、小型船だまり計画を変更する。

【公共埠頭計画】（②関係）
・埠頭用地 7.2ha⇒7.1ha

［既設の変更計画］
【臨港交通施設計画】（②関係）
・臨港道路２号線 道路法線変更

［既設の変更計画］
【土地利用計画】（②関係）
・港湾関連用地 5.1ha⇒7.4ha

［既設の変更計画］

【大規模地震対策施設計画】（③関係）
・岸壁１バース 水深7.0m 延長190m（幹線）

［既設の変更計画］
・埠頭用地 7.3ha［既設の変更計画］
・埠頭用地 3.2ha［既設］
・臨港道路１号線［既設］

【既定計画】 【今回計画】

【小型船だまり計画】（④関係）
・泊地 水深4.5m［新規計画］
・防波堤 60m⇒120m［既設の変更計画］
・物揚場 水深4.5m 延長100m［新規計画］
・埠頭用地 0.5ha［既設の変更計画］

【フェリー埠頭計画】（②関係）
・岸壁１バース 水深6m⇒7.0m 延長169m⇒190m

［既設の変更計画］
・埠頭用地 9.5ha⇒10.5ha［既設の変更計画］
【水域施設計画】（②関係）
・泊地 水深7.0m 0.6ha［新規計画］
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【その他港湾の開発、利用
及び保全に関する事項】

・将来構想

主な変更箇所（１）
沖館地区
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① 賑わい空間と一体的なクルーズ船の受入機能強化を図るため、旅客船埠頭計画、土地利用計画、港湾環境
整備施設計画等を変更する。

③ フェリーターミナル等の防災機能強化を図るため、大規模地震対策施設計画を変更する。

④ 小型船の収容施設の拡充を図るため、小型船だまり計画を変更する。

⑥ 藻場・干潟を活用した環境活動を促進するため、自然的環境を保全する区域を定める。

【旅客船埠頭計画】（①関係）
・岸壁１バース 水深10m 延長360m⇒410m

［既設の変更計画］
・岸壁１バース 水深9m 延長310m［新規計画］
・埠頭用地 0.6ha［新規計画］
【港湾環境整備施設計画】（①関係）
・緑地 9.5ha⇒9.8ha［既設の変更計画］
【土地造成および土地利用計画】（①関係）
・交流厚生用地 6.5ha⇒6.7ha［既設の変更計画］
・交流厚生用地 3.0ha［既定計画］

【水域施設計画】（①関係）
・航路 水深14m 航路幅350m～460m

［既設の変更計画］
・泊地 水深9m 1.3ha［新規計画］
・航路・泊地 水深10m 0.9ha［新規計画］
・航路・泊地 水深9m 0.1ha［新規計画］
【外郭施設計画］（①関係）
・防波堤 延長310m⇒520m

［既設の変更計画］

【既定計画】 【今回計画】

【小型船だまり計画】（④関係）
・泊地 水深3.0m［新規計画］
・小型桟橋 1基［新規計画］
・埠頭用地 0.4ha

［既設の変更計画］

【大規模地震対策施設計画】（③関係）
・埠頭用地 3.3ha［既設］
・臨港道路本港線［既設］

【自然的環境を整備又は保全する区域】（⑥関係）
・自然的環境を保全する区域

主な変更箇所（２）
本港地区
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④ 小型船の収容施設の拡充を図るため、小型船だまり計画を変更する。

⑤ ストックマネジメントの推進を図るため、港湾施設の利用について位置づけるとともに、小型船だまり計画を変更
する。

【小型船だまり計画】（④関係）
・泊地 水深2.5~4m［新規計画］
・防波堤 延長230m［新規計画］
・防波堤 延長205m［撤去］
・防波堤 延長100m⇒70m［既設の変更計画］
・物揚場 水深4m 延長220m⇒285m

［既設の変更計画］
・物揚場 水深2.5m 延長240m［新規計画］
・埠頭用地 0.9ha⇒2.3ha［既設の変更計画］

【港湾施設の利用】（⑤関係）
・岸壁1バース 水深7.5m 延長154m

（物資補給）［新規計画］
・物揚場 水深3.5m 延長406m

（物資補給）［新規計画］

【既定計画】 【今回計画】

【小型船だまり計画】（④関係）
・泊地 水深2.5~3.5m［新規計画］
・物揚場 水深2.5m 延長382m

［新規計画］
・埠頭用地 0.9ha［新規計画］

【小型船だまり計画】（⑤関係）
・防波堤 70m［既定計画の削除］
・岸壁1バース 水深5.5m 延長160m

（物資補給）［廃止］
・埠頭用地 0.2ha［廃止］

主な変更箇所（３）
本港地区


